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1.m一高級アルコール (β相)の構造解析

吉 川 祥 一

m一高故アルコ ールは.固体状忠で大きく分けて3つの相変思 α.β,γ

を持つ.そのうちの lつ (a相)は.高温での安定相である.残りの2つ (β,

γ棚)は.低温での安淀相であり炭素数に依存する.温度上昇に伴って,β.

γ糊は.a相へ舷仔する.γ相にういては.n-オクタデカノール (C,sH‡▼1

0日;Cl●)について その捕道は.詳しく調べられている.β相については,A∩

-ヘアタデカノール (C､TH川OH:CM)について写真法で構造解析がなされて

いるが柿JA-があま り点くない.そのため,構造の詳細は未だに分かっていない.

そこで我ヤは,C17についてT;25,-10O℃で再解析を行った.また,C,8とC.1

のbinaryⅧixture で允見されたβ′相についてもモル比 CfT:Cll=1.･1の試料

で構造解析を行った.

C1†の解析の続果 .CITのsubcellは.ポリエチレン型からのずれが親溜され

た.また.γ相 (C.o)で観測されたような水素結合水素のdisorderは.蔽謝

されなか1た.

binary慎ixturくさく(:.T:C18=1:1)は.C軸がC17の約半分になることを除けば

CITと良く似た梢遇 を示した.解析の結果.ttixtureにもCITと同便な水素結合

が存在し,-CH3四のendだけが乱れており.layerのstackingがC.7と異なるこ

とが分かった.柁 'LIi,巌小自乗法のパラメーターにC.Tの分子だけを用い.

蓋合成によりICHI欄のendの乱れを親潤した. (fig.1)またC､丁とtLixtureの

IaycrのstJlCki叫の追いは,n-パラフィンに<.bける低温相 (P()相)と周転相

(FCO相)のstackin托V)追いと類似点があることに気付いた.CITとJixtureの

1;lyerのsbdくil唱 t7)追いをfig.2に示す.
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fig.1 nixtureの -CH 周の endの電子密度分布

(差合成より得る)
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fig.2 CtTとJi.ytureのlayerのstadingの違い
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